
 
 

 

平成 25 年度一般社団法人音楽電子事業協会 事業報告 

（理事会 幹事会 運営委員会） 

（平成 25 年 4 月 1日から平成 26 年 3 月 31 日まで） 

 

 

（１）理事会/幹事会の開催 

平成 25 年度第 1回理事会/幹事会（平成 25 年 5 月 14 日開催） 

・平成 24 年度 収支決算承認及び総会への付議承認 

・平成 25 年度 収支予算（案）承認及び総会への付議承認 

・平成 25 年度 役員交代の件 

・幹事会規定変更承認の件 

 

（２）理事会 

   第 2 回 理事会（平成 25 年 11 月 27 日 開催） 

・平成 25 年度 事業活動中間報告(各委員会状況) 

・平成 25 年度 今期着地見込み及び来期計画策定に係る    

要素について(報告) 

・来期役員改選について 

・常勤理事の報酬について 

 

（３）運営委員会  

平成 25 年度 運営委員会（平成 26 年 2 月 19 日開催） 

・平成 25 年度 事業報告が各委員会から報告、検討された。 

・平成 25 年度 収支着地見込みが事務局より提案、検討された。 

・平成 26 年度 事業計画案（委員会別）が各委員会より提案され検討された。 

・平成 26 年度 事業計画案に基づき、平成 26 年度収支予算案が検討された。 

・平成 25 年度 第 2 回幹事会/第 3 回理事会及び第 3 回通常総会の予定が案内された。 

 

（４）理事会/幹事会の開催 

平成 26 年度第 2回幹事会/第 3回理事会（平成 26 年 3 月 19 日開催） 

・平成 25 年度 事業報告（案） 

・平成 25 年度 収支決算（着地見込） 

・平成 25 年度 事業計画（案） 

・平成 26 年度 収支予算（案） 

・平成 26 年度 役員改選（案）     

・第 3 回通常総会・懇親会開催の件  

 



 
 
 

平成 25 年度一般社団法人音楽電子事業協会 事業報告 

（専門委員会） 

（平成 25 年 4 月 1日より平成 26 年 3 月 31 日まで） 

 

（１）製品安全・環境委員会 

安全規格部会（4回）、環境問題研究部会（5回）外部委員会出席（JEITA マルチメディア 

EMC 専門委員会、JBMIA 第 108 委員会、電気用品調査委員会電波雑音部会、電気製品認証 

協議会） 

 

事業報告 

部会による情報収集及び情報提供を通じて、各社製品の安全及び環境問題への対処活動 

に活かされた。 

主な情報交換の要点は次の通り 

  〈 安全規格 〉 

  日本及び各国の規格動向調査 

    〈 EMC 〉 

  日本及び各国の規格動向調査 

  〈 環境関連規制 〉 

  国内 3R、化審法、化管法関連 

  欧州 RoHS、REACH、ErP、BPR 関連 

  中国環境法関連 

  韓国環境法関連 

  米国環境法関連、州法、Proposiotion65 など 

  JGPSSI 関連 

 

    その他報告 

      「 製品安全規格部会 」 

・ 本年度は大きな規格の改定等がなかったため、情報交換を中心に活動を行った。 

 

「 環境問題研究部会 」 

・ JGPSSI（グリーン調達調査共通化協議会）解散以降、情報ソースとなる外部委員会 

を検討してきたが、現時点では有益な外部委員会が見あたらない為、参加は見合わせ 

ている。（引き続き検討）。 

 

・ セミナーについては、環境法規関連では会員会社へ急ぎ情報共有すべきテーマは無かっ

たので、開催は見送った。 

    



 
 

 

 

（２）MIDI 規格委員会 

   委員会 2回、1.0 部会メール審議、技術研究部会 6回、MIDI 国際標準化 WG メール審議、 

Trademark-WG 2 回、WebMIDIWG（新設）8回、AMEI/MMA 合同会議 1回、MMA 総会オブザー 

バー参加 

 

  事業報告 

「 MIDI1.0 部会 」 

TSB #202 Updated MIDI Electrical Specification(3.3V MIDI)の審議 

DIN ジャックのシェルの接地について、英語・日本語の現規格書、既存機器の実装 

との整合を取った。NAMM での MMA AGM で投票可決され、その後 AMEI で承認 

の見通し。 

 

 

「 技術研究部会 」 

・ HD プロトコルに関する技術リサーチ 

HD 規格は MMA 側で大幅な仕様変更があり、現在追加検討審議中。 

NAMM 後に開催された HDWG Meeting への参加 2012/1/28(Anaheim) 

・ シリアル通信以外の伝送路における MIDI の評価、検討 

・ WebMIDIWG の立ち上げ、WebMIDIAPI の国内での啓蒙活動 

 

「 MIDI 国際標準化 WG 」 

MMA との連携のもと 5月に IEC への申請を提出。６月：IEC ロンドン会議  

９月：TC-100 中国シンセン会議に参加。MIDI 規格の著作権や維持管理のイニシア 

チブを確保するため、MMA と IEC 中央事務局間で契約交渉を継続中（最終段階）。  

標準化作業期間を短縮できる「NP and CDV simultaneous circulation 手順」を 

MIDI に適用する事が正式に決定。上記契約完了の後、通常２～３年を要する標 

準化作業を半年～1年以内に完了できる見込み。 

 

「 TM（トレードマーク）WG 」 

MMA ならびに中国 CMIA 協力のもと、SKY 社の中国における MIDI 商標登録の 

無効審査請求活動を行い、昨年中国行政機関による商標無効審決がおりて、MIDI 

商標権の取り下げに成功した。 

 

      「 WebMIDI-WG 」 

W3C (World Wide Web Consortium)で策定中の Web MIDI API の技術検討ならび 

に普及活動を目的として技術研究部会内に Web MIDI WG を設置。無償原則のパテ 



 
 

ントポリシーでの問題はないとの判断で、W3C に入会。W3C 中国シンセンの会合 

(TPAC)に参加し、AMEI としてプレゼンを行った。 

Web Music Developers JP と Google が主催する Web MIDI API のハッカソン 

（一般プログラマ参加のプログラミングイベント）に２回協賛し、チューターや 

楽器の貸出などにより、MIDI の普及啓発活動を行った。 

また、JSPA 主催の大音楽会・HTML5 Conference 等でも講演を行った。 

 

「 NAMM2014 ツアー 」 

2014/1/22～1/28 の期間で NAMM2014 ツアーを 12 名の参加者を得て実施。 

 

その他報告  

MIDI 規格について、平成２５年度日本工業規格（JIS）の見直し調査の実施 

（日本規格協会(JSA)）依頼があり、2013/10/8 JIS の改正等の必要はなしと回答。 

 

 

 

（３）著作権・ソフト委員会 

   委員会活動実績 定例会 10 回 （詳細別紙）   

委員会定例会を通じて情報提供、意見交換、決議をおこなった。各部会はそれ 

ぞれのテーマ領域において活発な活動を展開した。 

 

   「 カラオケ部会 」17 回 

部会開催、JASRAC 及びイーライセンスとの協議、部会内勉強会、 

文化庁への訪問など。 

 

   「 音楽配信部会（NMRC を通じての活動） 」 24 回 

部会開催、JASRAC 等の管理事業者との協議ならびにその準備会、 

実務 WG での検討や外部組織との折衝、文化庁への訪問など。 

 

   「 ソフト規格部会 」 5 回 

著作権やシンクロナイゼーションの権利に関する調査研究や、カルチャー 

センターにおける JASRAC 演奏使用料徴収の研究など。 

 

「 音楽電子出版部会 」11 回 

セミナー形式による部会開催と、国際会議参加ならびに電子楽譜の 

国際標準化検討のための調査レポート(TR)作成準備検討会議など。 

 

「 DRM 部会(旧 透かし推進プロジェクト) 」１回 



 
 

DRM 技術 WG 主要メンバーミーティング実施。        

 

「 CDC(Copyright Data Clearinghouse)との連携 」 

・ CDC は活動４期目(2010 年 4 月より稼動)となり、千葉氏(元副委員長) 

    がオブザーバーとして定例会と NMRC 協議等に参加。 

・ JASRAC が受け付けるネット配信実績レポートの３割弱を CDC が 

サポート 

・ 2013 年 10-12 月期は 1 億６千万行を処理 

    

「 管理事業法研究 WG 」 

WG としての会議は実施しなかったが、公正取引委員会の「JASRAC への 

排除命令取り消し」が取り消される判決が 11/1 に高等裁判所で出た為、 

今後も情報収集を継続する。   

 

「 MIDI 規格委員会との連携 」 

① MIDI 規格の国際標準化推進への協力  

・ IEC(International Electrotechnical Commission／国際電気標準会議) 

シンセン会議に出席(2013 年 9 月)し、電子楽譜の現状をプレゼン。 

・ 電子楽譜国際標準化の為の調査レポート作成準備を検討 

 

      ②中国における商標「MIDI」の冒認登録への無効審判請求(TM-WG)を支援 

・ 中国の商標管理当局に無効差し止めが受理された(2013 年 9 月)  

 

その他 

1) 早稲田大学創造理工学部・AMEI 連携講座を開催(2013 年 10 月から 

       2014 年 1 月まで)。今期 6年目、講座名「国際コンテンツビジネスと著 

作権」。 

        ・担当は早稲田大学 創造理工学部 知財･産業社会政策領域 森康晃 教授 

        ・学部生 72 名が受講。 

2) CCD(デジタル時代の著作権協議会／Conference on Copyright for Digital millennium) 

        ・権利問題研究会(副主査)、権利ビジネス研究会に参画(今期で終了) 

 

事業報告 

（委員会活動） 

 

    「海外事業者に公平な課税適用を求める協議会」に参加 

     3/11（一社）日本レコード協会との共催にて、日本教育会館において「音楽配信流通

事業における公平な課税適用を求めるフォーラム」を開催 



 
 

（部会活動） 

 

「 カラオケ部会 」 

       １． JASRAC と使用料規定の第 10 章「業務用通信カラオケ」の改訂の協議 

を継続、並行して文化庁にも訪問。個別規定関連は合意。 

       ２． イーライセンス社とも業務用通信カラオケの使用料に関して協議を継続 

         暫定合意に至る。 

 

「 音楽配信部会 」 

    ＜NMRC を通じて＞ 

       １． JASRAC とのインタラクティブ配信使用料規程改訂協議継続 

     ・ 抜本的な規程改訂を目ざし JASRAC と協議継続するが、両者の主張は乖 

が大きく進展が見られない状況。 

         ・ 過去 6年間(2004-2010)のストリームサイト按分使用料の返金について合意 

        ２． JRC との使用料規程改訂協議  

・ 合意形成を目指し、一部合意。引き続き継続協議。 

 

   ＜部会・NMRC 実務 WG として＞ 

３． 民法改正に対するパブリックコメントを作成し法務省に提出 

４． キャリアのスマートホン向け新規サービスにおける著作物使用料の支払 

い対応手法に不具合を指摘。JASRAC とキャリア双方を含めた調整を開始。 

 

「 ソフト規格部会 」 

１．  JASRAC「カルチャーセンターにおける演奏等」の使用料規程に関する調査継続 

２． 米国での synchronization rights について､日本においてどの様にとらえるべ 

きかも含めて報告書を作成。 

 

「 音楽電子出版部会 」 

１．電子書籍出版における歌詞･楽譜データの表示プラットフォームの研究 

・ 植村八潮氏(出版デジタル機構会長)など、電子書籍業界の著名人を招いた 

セミナーを部会として開催。 

・ Music XML など電子楽譜の次世代フォーマットに関わる勉強会も部会として開催 

 

２． NMRC/DMN-WG の母体として、JASRAC に対して著作物の可視的使用 

に関わる協議申し入れ文書送付。 

 

「 DRM 部会 」 

１．音楽コンテンツを配信する CP にとって望ましい DRM のあり方、技術について 



 
 

研究調査を継続。 

２． ISMC 規格と MIDIsign の管理を事務局と連携して運用。 

 

 

委員会活動実績  
日時 主たるテーマ 備考 

①  4 月 11 日 

（13:30~15:00） 

1. 各部会の今年度活動方針発表 

2. 音配：au スマートパス使用料誤差の件 

3. 音配：ダイキサウンドが管理事業撤退見込みの件 

4.各部会長報告 

ソフト規格部会：三澤副委員長

音楽配信部会：堀江部会長 

善浪、高橋、板谷副部会長 

音楽電子出版部会：村上部会

長 

②  5 月 09 日 

（13:30~15:00） 

1.音配：JASRAC ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ CM 使用料の取扱いについて 

2.出版：ｱﾗｲﾄﾞﾌﾞﾚｲﾝ社大野氏による E-Pub 動向講演実施 

3.各部会報告 

カラオケ部会：長谷川副委員

長 

定例会議議長：三澤副委員長

CDC：千葉オブザーバー 

③ 6 月 13 日 

（13:30~15:00） 

1.カラオケ：JASRAC 個別課金方式の削除等協議再開 

2.音配：JRC 等へストリーム 2012 按分使用料支払手続き説明 

3.各部会報告 

・法務省「民法（債権関係）の

改正に関する中間試案」に関

する意見提出。 

④  7 月 11 日 

（13:30~15:00） 

1.音配：App Store の為替レート変更問題検討 

2.ｿﾌﾄ規格：ｼﾝｸﾛﾅｲｾﾞｰｼｮﾝﾗｲﾂの研究報告書最終まとめ 

3.各部会報告 

 

⑤  9 月 12 日 

（13:30~15:00） 

1 音配：JASRAC 使用料規程改定協議進捗状況報告 

2.出版:植村教授(専修大)電子書籍国際標準化ｾﾐﾅｰ実施報告 

3.音配：J-TAKT 報告仕様変更について問題点検討 

4.各部会報告 

・IEC シンセン総会にて、電子

楽譜の現状をプレゼン。 

・中国MIDI商標冒認出願への

差止め請求が受理された。 

⑥ 10 月 10 日 

（13:30~15:00） 

1.音配：DoCoMo iPhone での D メニューサービス問題 

2 音配：YouTube48 時間スマホキャッシュ問題を検討  

3.実務 WG：DoCoMo スゴ得サービス懸念点説明 

4.各部会報告 

・早稲田理工連携講座ｽﾀｰﾄ 

 

⑦ 11 月 14 日 

(13:30~15:00) 

1.音配：JRC への規程改訂協議申し入れ報告 

2.ｿﾌﾄ規格：楽器の自動演奏機能と JASRAC 使用料を検討 

3.ｶﾗｵｹ：JASRAC との個別課金方式の見直し協議状況報告 

4 音配：St 按分返金協議(JASRAC)は NMRC 意思調整を優先 

5.各部会報告 

・歌詞を引用使用する際の判

断についての矛盾を指摘する

文書を JASRAC へ送付。 

⑧ 12 月 12 日 

(15:30~16:30) 

1.音配：JASRAC との規程改訂協議状況報告 

2.音配：消費税改訂に関わる実務案件の整理と報告 

3.音配：「スマホでも音楽」キャンペーン期間延長の報告 

4.各部会報告 

・忘年懇親会（参加 60 名） 

・「可視的使用に関する協議申

入れ」文書を JASRAC に送付。



 
 
⑨ 26 年 2 月 13 日 

(13:30~15:00) 

1.音配：佐村河内氏作品の取扱いについて JASRAC 見解 

2.音配：St 返金合意と JASRAC への請求手続き説明 

3.音配：au スマートパス使用料誤差問題未解決状況の検討 

4.「海外事業者へ公平な課税適用を求める協議会」への参加承

認 

 

⑩ 26 年 3 月 13 日 

(13:30~15:00) 

1.(JASRAC) 業務用通信カラオケ個別規程の件 

2.(JRC)規定改定協議報告 

3.各部会報告 

 

 

 

（４）メディアコンテンツ委員会 

3 月 13 日に事業委員会、MIDI 検定委員会との拡大委員会にて「2014 楽器フェア」への

AMEI 企画の検討 

 

（５）MIDI 検定委員会 

MIDI 検定委員会 2 回開催 

7 月 24 日委員会：中国における MIDI 検定教科書「ミュージッククリエイター 

ハンドブック」の出版契約について 

8 月 28 日委員会：本年度 MIDI 検定について 

 

【 平成 25 年度 MIDI 検定試験 】 

「第 5 回 MIDI 検定 1 級試験」8 月 9 日～19 日実施 

「第 16 回 MIDI 検定 3 級試験、第 15 回 MIDI 検定 2 級 1 次（筆記）試験」 

12 月 1 日実施 

「第 15 回 MIDI 検定 2 級 2 次試験」2 月 22 日～24 日実施 

 

【 平成 25 年度指導者認定講座 】 

「MIDI 検定 4級指導者認定講座」 東京会場 5月 19 日、大阪会場 5月 26 日 

「MIDI 検定 3級指導者認定講座」 東京会場 7月 21 日、大阪会場 7月 28 日 

「MIDI 検定 2級指導者認定講座」 東京会場 9月 22 日、大阪会場 9月 29 日 

 

【 MIDI 検定セミナー 】 

10 月 12 日～13 日、一般社団法人日本シンセサイザー・プログラマー協会、一般 

社団法人日本作編曲家協会の共催による「大音学会」に AMEI として参加協力し 

「DAW マエストロ MIDI 検定 1級」講座を実施。講師は MIDI 検定 1級課題曲を作曲 

された外山 和彦氏。その他に各種 DAW ソフトのセミナーと共に「Web MIDI API が

拓く Web 音楽の世界」を実施。 

   



 
 

【 中国での検定試験実施 】 

旧ガイドブックを使用する中国 MIDI 検定に対応した MIDI 検定 3級問題を作成し 

試験実施。ガイドブック「ミュージッククリエイターハンドブック」の中国語版 

の翻訳制作開始。 

 

【 2014 楽器フェア企画 】 

   3/13 拡大委員会にて検討 

 

   ※MIDI 検定試験結果の推移については事業報告の最後のページに掲載 

 

（６）事業委員会 

     2014 年 2 月 12 日「2014 楽器フェア」出展者募集説明会に参加。2014 楽器フェア 

参加を前提としての情報収集を行った。 

 

【 2014 楽器フェア企画 】 

   3/13 拡大委員会にて検討 

 

 

（７）広報委員会 

    委員会（編集会議） ３回 開催 

 

  事業報告 

会報『 AMEI News 』発行 3 回 

 

     ◆ Vol.50 2013 年  5 月 15 日 発行 

       ・ 梯顧問グラミー賞受賞 

・ 第 16 回 NAMM ビジネスツアー報告 

       ・ MIDI 検定試験実施結果報告 

・ 著作権・ソフト委員会報告 

       ・ AMEI 会員名簿 

       ・ 第２回通常総会と懇親会開催のお知らせ 等 

 

     ◆ Vol.51 2013 年  7 月 25 日 発行 

       ・ 一般社団法人 音楽電子事業協会 第 2 回通常総会報告 

・ 平成 25 年度事業計画 

・ 組織図・役員名簿・新会員紹介 

・ MIDI 規格委員会 IEC 国際会議報告 

・ 著作権・ソフト委員会報告 



 
 

・ CDC 社員総会報告 

・ AMEI 会員名簿 

・ MIDI 検定１級試験実施のお知らせ 

・ 第２回通常総会議事録の開示について 等 

 

     ◆ Vol.52 2013 年 12 月 25 日 発行 

       ・ MIDI 規格国際標準化報告 

       ・ MIDI 規格委員会 Web MIDI WG 報告 

・ MIDI 検定委員会報告 

・ 「大音学会」報告 

・ 著作権・ソフト委員会報告 等 

 
 

AMEI ホームページ運営 

       ・ 委員会からのお知らせ 

・ AMEI NEWS 

・ AMEI 出版物 

       ・ 仕様書ダウンロード 

       ・ 会員専用ページ 

・ What’s new、information 等 

 

 

セキュリティー強化 

・ WEB サーバーSSL(暗号化通信)の証明書の更新（7月） 

・ 個人情報の漏洩に対するリスク対策 

 
 


